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参加議員 

自民クラブ会派 

花田明仁、大矢保、長谷川章悦、小豆畑緑、中田靖人、澁谷洋子、

関貴光、柿崎孝治 

調査期間 令和８年７月 15 日（水）～令和８年７月 16 日（木） 

調 査 先 

及び 

調査事項 

① 北海道札幌市 

札幌市民防災センターについて 

② 北海道恵庭市 

花の拠点はなふるについて 

 

視 察 概 要 

■ 調査先① 北海道札幌市 

■ 調査事項 札幌市民防災センターについて 

■ 調査内容 

 

〔調査期日〕令和８年７月 15 日（水） 

〔調査目的〕体験型防災学習の取組、沿革・利用推移等について 

〔調査先対応者〕札幌市消防局総務部総務課企画広報係長 齋藤氏 

〔調査事項説明内容等〕 

施設では、地震体験、消火体験、煙避難体験、救急体験、暴風体験、災害

バーチャル体験など、実際の災害を想定した様々な体験ができるほか、消防

の仕事や防災用品などについて学習できる展示も整備されている。 

令和５年度にはリニューアルが行われ、プロジェクションマッピングを活

用した消火体験やセンサー等を用いて避難行動を振り返ることができる煙避

難体験など、より実践的な内容となった。 

 

〇沿革・利用推移 

阪神・淡路大震災を契機に、市民が日頃から防災教育や体験学習を行える

施設の必要性が高まり、現在の防災センター整備につながったとのことであ

る。 

平成 30 年度には累計来館者数 100 万人を突破し、現在では 120 万人を超え

るなど、市民の防災意識を高める施設として長年活用されていることを確認

した。 

 

〇視察を通じて 

災害発生時には、知識だけでなく実際にどのような行動をとるかが重要で

あり、平時から体験を通して繰り返し学ぶことの重要性を改めて認識した。 

本市においても、防災訓練や学校教育だけではなく、子どもから高齢者ま

で幅広い市民が継続的かつ実践的に防災を学べる環境づくりについて、さら

に検討していく必要があると考える。 



視 察 概 要 

■ 調査先② 北海道恵庭市 

■ 調査事項 花の拠点はなふるについて 

■ 調査内容 

 

〔調査期日〕令和８年７月 16 日（木） 

〔調査目的〕主な取組、整備等について 

〔調査先対応者〕経済部花と緑・観光課長 大林恒氏 

〔調査事項説明内容等〕 

恵庭市では、昭和 45 年の市制施行を契機に花のまちづくりが本格化し、市

民による花づくり活動が地域に定着している。 

現在では、花苗生産者による組合や、恵庭市花いっぱい文化協会、恵庭市

花のまちづくり推進会議などが連携し、市民・事業者・行政が一体となって

花のまちづくりを進めていることを確認した。 

 

〇主な取組 

①花の拠点はなふるは、道と川の駅「花ロードえにわ」に隣接し、花の観光 

拠点として整備された施設である。 

既存の道と川の駅「花ロードえにわ」には年間約 100 万人規模（Ｒ７実績） 

の来訪者がある一方、観光客の滞在が短く、宿泊を伴う旅行が少ないことや、

駐車場不足、施設の狭隘化などが課題となっていた。 

このため、恵庭市では観光振興計画等に基づき、公園の新たな機能として 

花の拠点はなふるを整備し、交流人口の拡大や市内観光施設への誘客につな

げている。 

 

②整備に当たっては、民間資金やノウハウを活用するＰａｒｋ－ＰＦＩ制度 

を導入し、宿泊施設や公園施設、利便増進施設等を一体的に整備している。

行政負担の軽減だけではなく、民間事業者による創意工夫を生かしながら、 

公園の魅力と利便性を高める仕組みとなっている点が特徴的であった。 

 

〇視察を通じて 

本市において、公園や観光施設について単体施設として整備するだけでは 

なく、周辺施設との連携や民間活力の導入により、滞在時間の延長や交流人

口の拡大につなげていく視点が必要である。 

また、恵庭市のように、長年にわたり市民活動として育まれてきた取組を 

観光や地域産業へと発展させている点は、本市の地域資源を生かしたまちづ

くりを考える上でも大変参考となった。 

 


